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宅轟夜中の太陽さ1989年

赤と窯のスウ三-テン産花偽者
2205×199×119cryl　横浜美禰鋸蔵

iかぶと} 1952年

内　715×33×315cm

葺月金蔵(千葉市美術館寄託)

宅広島の原爆死;受者慰霊碑り/5模型))

1952(1992)年

玄武岩､ステンレス銅､木製基壌
8OX1499×49 5cm　広島市現代美術館放

iクロノス5 1948で1986)辛

ブロンズ

215×575×88cm　静岡県立美禰館腰

そ死(リンチされた人体)亨柑34年

モネルメタル　2267×1118×559cm

ノプチ･ミュ-ジアム(ニュ-ヨーク)蔵

photo by Sarah W8Hs

音義華やぎぎ章三三::-;盛
顔/神話･民族/　コミュニティーのために/太陽

石や金属の彫刻をはじめ､家具･照明器異から公園まで､私たちの心をなごま

せたり､ワクワクさせたりする大小さまざまなものをつくったイサム･}プチ(1904-

1988)o日本人の父と兼務人の母の間に生まれたノプチは､国籍や民族のちがい

を越えて､人間の精神の根源にある共通分母を探し求め､それを現代に生かす

造形を手がけました｡

こうしたスケ-ルの大きいノプチの仕事を､この展覧会では｢世界とつながる

彫刻｣と名づけましたoノプチは一貫して｢自分は彫刻家だ｣と語っていました｡

彫刻は､家具にも照明にも公園にもなることができるし､だからこそ彫刻家は

社会に大きく貢献できると確信していたのです｡

今日､私た別封背嚢のやりとりには事欠かをくなりましたが人その一方で､人びと

が心から連帯し共感しあう機会や場は限られています｡ばらばらになった人びとが

う場をつくること､宇宙的視点から世界の真の姿について共通の理解を

ことDノプチはそうした芸術の課蓮に早くから気づき､生涯これに取り

展覧会の出品作約70点は｢顔｣､ ｢神話･民族｣､ ｢コミュニティーのために｣､

｢太陽｣の四つのキーワードによって分類され､ノプチのイメージが鮮やかに立

ち現れるよう展示されます｡モダンダンスの先駆者､マーサ･グラハムのための

オリジナル舞台セット《暗い教場≫(1946年)を､初演当時の映像とともに日本

で初めて展示します｡

晩年､活動の拠点とし石彫の傑作を生み出した香川県牟礼のアトリエは､現

在｢イサム･ノグチ庭園美術館｣として予約制で公開されています｡地元にゆがノ

の世界的彫刻家イサム･ノグチその人と芸術を親し(回顧し､彼の作品との対噂

を心ゆくまでお楽しみください｡

記念講演会 靭･ノダ手の洋｣

日時:10月29日(日)午後2時-

講師:松岡正剛氏(編集工学研究所所長･lSIS編集学校校長)

会場:当館1願講堂　聴講無料(先着200名)

ワークショップ｢イサム･ノグチを遊ぶ｣

日時:10月15Eヨは)午前10時-午後4時　講師:林幸稔氏(建築家)会場:当館3隣講座童

対象:高校生以上20名/参加費:400円(材料費別途)/蕃前申込利

子ど亀向けのプnグラム(応募方法･参加費などお問い合わせは美術館まで)

⑳まるごと探偵クラブ｢イサム･ノグチ探検記｣ 10月2†日(土)/午前10時～正午/小･中学生

対象/無料(事前申込制)

砂子どものアトリエvoLH ｢イサムさんと遊ぼうり講師:林葦稔民(建築家)/10月22日(日)/

/j､学低学年コース･小学高学年～中学生コース各20名

ギャラリ-ド-ラ(観覧券が必要)

⑳当館学芸員が展示作晶の解説をいたし誉す0 10月7日(土)午後2時～｡ 2階展示室にて

⑳美術館ボランティア｢cNl(シヴィ)｣とともに鑑賞L,誉せんかB毎日曜日と祝日の午前11時-

と午後2時-の1B2回Q 2鰐展示室にて

次回展覧会予告
2006年11月23日(木･祝)～12月10日(日)高松市美術館コレクション展Ⅰ

<お知らせ>

イサム･ノグチ庭園美術館の見学は､往復葉書での予約制です｡

見学希望の方は､下記まで詳細をお問い合わせください｡

〒761･0121香川県高松帯牟礼町牟礼35i9　Ter:087-870-1500 Fax:087-845-0505

⑯交通のご案内

JR匹潤一JR高松駅下車､南へ徒歩15分

ことでん-瓦町駅.片原町駅下車､徒歩10分

ハス路線-(ションビング･レインボー循環バス)紺屋町バス停下車ー

徒歩3分

高松市美術館
Takamatsu Clty Museum of Art

〒760-0027番JEl県高松市紺屋町10-4　Tej 087-82311711

淡昂示内容は勧告により変更される場合があります｡
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